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PwCあらた有限責任監査法人 パートナー

齊藤 剛 Tsuyoshi SAITO

　1992年青山監査法人（Prince Waterhouse）

入社。東京事務所に勤務後、1998年PwC香港事

務所に出向し、1999年から10年間、中国・上海に

て日系企業進出の成長期を支える。2003年PwC

中国のパートナー、中国日系企業業務責任者に

就任。2009年以降は、PwCあらた有限責任監査法人のパートナーとして、海

外に幅広くビジネス展開している日本企業を中心に、監査業務、財務報告関連

アドバイザリーサービスを提供。2014年から2017年まで、PwC Japanグル

ープのマーケットおよび国際業務リーダー、PwCあらた有限責任監査法人 執

行役常務を務める。

有限責任 あずさ監査法人 シニアマネジャー

西谷 直博 Naohiro NISHITANI

　2003年あずさ監査法人入社。国内において、

上場企業や韓国系列を含む外資系企業の監査業

務、IFRSアドバイザリー、財務デューデリジェンス

に従事。2007年に退職し韓国・延世大学語学堂

に入学。卒業後の2009年、あずさ監査法人に再

入社。2014年から4年間KPMG韓国に駐在し、韓国進出日系企業に対する会

計・税務・デューデリジェンス、設立・外国人投資に関するアドバイス、ホテル市場

調査に関するアドバイス業務に従事。2018年あずさ監査法人東京事務所に帰

任し、会計監査やIFRSアドバイザリー業務に従事するとともに、韓国のカントリ

ーデスク、アジア上場アドバイザリーグループの韓国チームを兼務し、クライアン

トの海外展開を日本側からサポートしている。

有限責任監査法人トーマツ ディレクター

山本 香子 Kyoko YAMAMOTO

　1997年有限責任監査法人トーマツ入社。1997

年から2006年まで主に国内監査業務に従事。

2006年から2016年まで品質管理部門で主に独

立性関連の品質管理業務に携わる。2017年から

2019年まで、デロイト オーストラリア シドニー事

務所で品質管理部門にて独立性関連の品質管理業務に従事。2019年からレピュ

テーション・クオリティ・リスクマネジメント本部で主に独立性・利益相反関連の品

質管理業務に就き、現在に至る。2010年から2016年日本公認会計士協会 倫理

委員会 規範・独立性作業部会メンバー。2011年から2016年まで日本公認会計

士協会 倫理委員会 職業倫理相談作業部会メンバー。

EY新日本有限責任監査法人 シニアマネージャー

近藤 正智 Masatomo KONDO

　2004年公認会計士二次試験合格、EY新日本

有限責任監査法人に入社。主に自動車業、医薬

品業、金融業に対する監査業務を中心に従事。

2008年公認会計士登録。2013年から2016年ま

でEY台北事務所に駐在。日系企業の台湾での窓

口として、台湾への進出支援、監査、税務、アドバイザリー、トランザクションなど

のサポート業務に従事。

中国、韓国、台湾、オーストラリア。日本とも関わりの深いアジア・パシフィックにおいてそれぞれ海外駐在を経て、幅広く活躍

されている4人の公認会計士に、これからの時代に求められる「公認会計士のあるべき姿と価値」について伺いました。

グローバルに活躍する
公認会計士のあるべき姿とは。
グローバルに活躍する
公認会計士のあるべき姿とは。
グローバルに活躍する
公認会計士のあるべき姿とは。
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―まずは自己紹介と、海外駐在の経歴をお
話しくださいますか？

齊藤　PwCあらた有限責任監査法人の

齊藤剛です。私は、1998年から1999年ま

での1年間、香港に駐在し、その後、上海に

異動して1999年から2009年までの10年

間、PwCの上海事務所に勤務しました。当

時はちょうど日本企業が中国にこぞって進

出する、進出ラッシュのタイミングでした。

上海駐在の日本のメンバーはだいたい3

年の周期で帰国するのですが、私は「どうし

ても残ってほしい」と言われたこともあり、

結局10年間、現地でパートナーとして日本

企業の業務統括をし、2009年に日本に戻

り、一昨年までいわゆるPwCのジャパニー

ズ・プラクティス全体のネットワーク統括を

しておりました。

山本　有限責任監査法人トーマツの山本

香子です。私は、2017年1月から2019年

3月まで、オーストラリアのシドニーに赴任

していました。元々監査のバックグラウンド

で監査業務を10年間、その後は品質管理

部門で主に独立性に関する業務を担当し

10年近く経った頃、シドニーに赴任しまし

た。シドニーでは日本にいた時と同じ分野

での業務に従事して、2019年4月に帰任

しました。

西谷　有限責任 あずさ監査法人の西谷直

博です。私は、入社以来ずっと監査業務を

やっておりましたが、入社後４年程経った

頃に監査法人を一度退職し、韓国の大学に

留学しました。卒業後は再びあずさに入社

しました。韓国は私のバックグラウンドのひ

とつであることから、いつかは韓国で仕事

をしたいと考えていたところ、2014年にそ

の機会が舞い込み、2018年7月までの4年

間、ソウルに赴任しました。帰任後も監査業

務が主な仕事ですが、監査だけでなく、韓国

関連業務のサポートやセミナー講師、社内

での質問対応、日系企業の韓国進出を日本

側からサポートする仕事もしています。

近藤　EY新日本有限責任監査法人の近藤

正智です。私は、2013年から3年間、台湾

の台北に赴任しました。台湾に進出した日

本企業をサポートする業務で、日本人は私

を含め2人しかいなかったため、日本に関

する案件は全部担当することになり、台湾

に進出した日本企業をサポートする、いわ

ば何でも屋的な立ち位置で仕事を担当し

ておりました。帰任後は監査業務がメイン

ですが、JBS（Japan Business Services）

部門に籍を置き、日本から台湾に進出した

クライアントのサポートや、海外対応が難

しい監査チームのサポートなどを日本側

から行っています。台湾での駐在経験は、今

の仕事にとても役に立っています。

―公認会計士を目指されたきっかけは？

齊藤　私は、出身高校が早稲田実業で、当

時はまだ商業科があったので簿記、会計、

税務、経済学などを高校1年生からひと通

り勉強していました。その流れで、自然に

公認会計士という職業を知り、大学はその

まま早稲田に進学できるので、「公認会計

士という専門職にチャレンジしてみよう」と

考えました。周りには、同じく公認会計士を

目指す先輩や同級生、公認会計士になった

OBがたくさんおり、そういった人たちの啓

発を受けたこともきっかけになりました。

色々な業界や企業を知ることができ、海外

にも触れることもできる点がとても魅力的

だったので、公認会計士の道に進むことに

決めました。

山本　公認会計士の仕事のことは、ほとん

ど知らずに大学に入学しました。将来子供

を産んだ後も続けられる仕事は何かと考え

た時、女性は資格があったほうがいいのか

なと、なんとなく思っていた程度です。私は

帰国子女で、アメリカの高校からの入学組

でしたので親戚のアドバイスを踏まえ、日

本語を巧みに操る弁護士よりも、好きな数

学との関連性があるし、全科目合格が求め

られるから税理士試験よりもチャレンジン

グかなと思い、公認会計士を目指すことを

決めました。公認会計士の勉強を始めたの

は、大学1年生の終わり。内部統制、監査、

財務諸表は勿論、借方貸方なんてまったく

分からないし、知らないことだらけでしたけ

ど、嫌いな勉強ではありませんでしたね。

西谷　正直、公認会計士とはどういった仕

事なのか、ほとんどわかっていませんでし

た。きっかけは、親に「一人で食べて行ける

ように一生ものの資格を取りなさい」と言

われたことです。兄が医者で、同じく医科大

に進むという選択もありましたが、理系が

苦手だったので、医師や歯科医の道は諦め

ました。文系で考えた時、弁護士、税理士、

公認会計士がある中で、何となくですが、公

認会計士をやってみようかな、と考えて、大

学1年の後半に公認会計士を目指す専門

学校に通い出したのがスタートです。当時

の選択科目は民法や経営学。数学的な科

目は選ばずに、勉強していました。

近藤　私は、公認会計士になりたいという

特別な思いはありませんでした。正直、大

学受験で燃え尽きて、ボーっと過ごす日々

が2年ぐらい続いていました（苦笑）。ある

時「このままだとまずい、何かを目指して

みよう」と思い立ち、経済学部だったので、
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専攻に比較的近く、かつハードルが高いも

のをと思った時に、大学の生協に置いてあ

るパンフレットで公認会計士の存在を知り、

「やりがいのある仕事なんじゃないか」と

考え、本気で目指してみようと考えました。

齊藤　私自身のことだと結構前のことに

なってしまうので、これから目指す方への参

考として私の息子の話をさせていただきま

す。私の息子は大学4年生ですが、すでに監

査法人の非常勤として働いております。私自

身が公認会計士なので、職業については、

彼も小さい頃から知っていました。インベス

トメントバンクはどうだ、コンサルティング

会社は何をしている、総合商社はこんな仕

事をしているとか、就職の情報収集をしてい

く中で、自分なりに「まずは公認会計士とし

て基礎固め」をした上で、さらなるステップ

も視野に入れる将来像を描いているようで

す。公認会計士だから監査にこだわる、とい

う感じではなく、幅広い分野に目を向けて

いるので、そういう意味では、私の時代とは、

目指すきっかけも資格取得後に見える風景

も違ってきているのかなと思います。

―今と昔、公認会計士像の変化を、どう見
ていらっしゃいますか？

齊藤　私が理想としている公認会計士像

は、まず監査人として関与企業を含めたス

テークホルダーから信頼される存在である

こと、様々な業界の企業を熟知し、多角的な

アドバイスができること、そして、日本と海

外を頻繁に行き来していること、です。私が

この業界に入ったのは27年前ですが、当時

入社した青山監査法人には、私が「理想と

する公認会計士」がいましたので、働き始め

た頃から、自分の理想を意識しながらキャ

リアを築いてきました。今、テクノロジーの

進化、様々な業界の多くの課題や今後の可

能性など、社会を取り巻く要素は複雑に絡

み合っています。そうした社会状況や企業

環境の変化について熟知できる職業は、公

認会計士以外にはなかなかありません。テ

クノロジーが進化し、監査の大部分の作業

がAIに取って代わられるというような議論

もありますが、それでも、複数の業界を横断

的に見ることができ、独立した立場で様々

なアドバイスや提言ができる公認会計士の

価値は、昔も今も、おそらく将来的にも、変

わらないだろうと認識しています。

近藤　入社当時と現在では、公認会計士に

対する見方も変わってきました。当初は「公

認会計士と言えば監査」という認識が強く、

視野が狭かったのですが、今は、公認会計

士のフィールドは想像以上に広いと感じて

います。必ずしも、監査法人にいることだけ

が公認会計士の活躍のフィールドではな

く、今日の公認会計士は、色々な視点で会

社を客観的に見ることができます。もちろ

ん、公認会計士のベースはやはり監査にあ

ると思っていますが、そこに囚われる必要

はない資格なのかな、とも思います。

西谷　世の中が複雑化されていく中で、公

認会計士に求められる像も変わってきて

いますね。昔は “I” の字のように、ひとつの

ことを深く掘り下げるイメージですが、今

は “T” の字。公認会計士としてのベースの

部分はもちろん、他の要素も加わり幅広い

フィールドで、かつ深い知識が求められて

いる気がします。監査人に求められる能力

もちょっと変わってきています。昔はあった

現金実査や現金を数えたりする作業は、今

はほとんどなく、最終的に財務諸表を保証

するという基本は変わりませんが、監査の

アプローチ、AI及びデータの取り扱いなど

に関する知識が要求されます。

山本　社会から期待される公認会計士像

がこの20年でずいぶんと変わってきている

ことを、独立性の部門で仕事していても感

じます。ただ、公認会計士の基盤である、物

事を懐疑的にみたり、監査先や現場のプロ

フェッショナルに対するアドバイスをして、

物事を正しい方向に導くというマインドや

スキルは、今後も引き続き求められる会計

士としての基盤だと思います。

―プロフェッションとしての公認会計士の
最大のポテンシャルは何でしょうか？

齊藤　我々の職業、監査の世界は、基本的

には資本市場があって、財務情報が大前提

になっています。昨今はSDGsなどもあり、

企業としても単に利益だけではなく、様々

な要素を考慮したうえで経営にあたらな

ければいけない時代になっています。公認

会計士のフィールドの基本は、資本市場で

あり財務情報になりますが、非財務情報、

お金で換算できるもの以外の要素が企業、

行政、ありとあらゆる組織において非常に

重要になってくるだろうという認識を持っ

ています。ですから、公認会計士も財務数

値だけでなく、非財務領域により積極的に

入っていけるかどうかが、大きなポテンシャ

ルになっていくだろうと考えています。非財

務情報に関する企業のパフォーマンスにつ

いて保証する、何らかの信頼を付与する、何

らかのアドバイスをする、そういったニーズ
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はどんどん高まっていくと思います。公認会

計士がより積極的に非財務というものの重

要性をアピールすることによって、世界全

体が変わっていくのでは、という認識を持っ

ています。

山本　確かに企業が社会の中で果たすべ

き役割が変化する中で、財務情報以外の情

報に対する保証を独立した第三者である

我々に求められるようになってきていると感

じます。監査だけでなく、そういう業務もど

んどん増えているので、私たちの将来という

意味では、その領域における公認会計士の

ポテンシャルは非常に高いと思います。

近藤　ポテンシャルという意味では、「英語

を取り入れていくと公認会計士のフィール

ドはもっと広がる」と思います。海外に駐在

して一番感じたのは、ある程度コミュニケー

ションができるからこそ、仕事の幅が広がっ

ていくということです。まだ不足はあります

が「きちんと語学を勉強していてよかった」

と実感した3年間でした。ビジネスの世界

は英語で動いている部分がたくさんあるの

で、公認会計士として英語ができると、さら

にフィールドは広がると思います。

西谷　昔の寺小屋で教えた「読」「書」「算

盤」、この3つができると何でもできてポテ

ンシャルがさらに高くなります。今の時代

に置き換えるなら「読」が語学で、「書」がパ

ソコン、「算盤」が会計にあたるというわけ

です。この考え方は、現代でも十分に通じる

ものだと思います。この先、公認会計士とし

ての専門的スキルはもちろん、どんどん進

化するITに関する能力も求められるだろう

し、語学という意味では英語もそうですが、

英語以外の現地の言葉、第2外国語ができ

れば、公認会計士としての業務範囲もかな

り広がるのではないか、と思います。

齊藤　もうひとつ要素を加えるとしたら、

「リスクにかなり敏感」ということでしょう。

現代はサイバーセキュリティ、地政学リスク

など、昔では到底考えられないようなリス

クがどんどん出てきています。そのリスクを

察知して評価し、リスクの高さや、どんな領

域にリスクがあるか、その対応までアドバイ

スするという、ここまで一気通貫にできる職

業は、おそらく公認会計士以外には見当た

らないでしょう。

山本　どんな企業もリスクマネジメントに

とても敏感になり、力を入れているので、

そのサポートは確かに重要ですね。公認会

計士は内部統制を理解しているので、会社

としてどういう動きをするべきか、統制とし

てどういうことをするべきではないかとい

うことが、自然と身についているところが

あります。齊藤さんがおっしゃる通り、リス

ク感度が高いので（笑）。同じことを言うの

でも、専門家の公認会計士が言うと重みが

やっぱり違いますよね。実際の企業を見る

目そのものが、公認会計士のポテンシャル

に繋がっているのではないでしょうか。

西谷　そうですね。仕事を離れ、プライベー

トでも「こうなったらこうなる」とか、色々考

えてしまいます（笑）。言葉の重みが違うと

おっしゃいましたが、公認会計士に限らず、

どんなビジネスでもやはり「人間力」「人間

味」を向上させていくということも、とても

重要だと思っています。見積りを出す、提案

をする、そういったビジネス上の取引の際、

最後は担当者の「人間力」で決定される

クライアントもいるので、そこをどう磨いて

いくかというところも重要だと思いますね。

―監査法人に入社後、思い出に残っている
エピソードがあったら教えてください。

近藤　入社後2、3年目くらいの時、初めて

任せてもらったプロジェクトにかなり気合

いを入れて臨みました。クライアントに色々

アドバイスをしたり、自分としては一生懸命

でかなり満足感もありましたが、プロジェク

トが終わってから、そのクライアントからク

レームを受けました。落ち込む私を見てク

ライアントの担当者の方が、「飲みに行きま

しょう」と誘ってくださり、その席で「近藤さ

ん、色々頑張ってくれたのは分かるけど、相

手のことをちゃんと見ないとダメだよ。相手

が何を求め、何に困っているのかをちゃん

と見ないと、せっかくアドバイスしてくれて

も、無駄になっちゃうから」とおっしゃって

いただき、ハッとしました。自分の思ったこ

とを貫いてやってきたのですが、結局、会社

にとって必要な内容ではなかったので、何

も良くなっていなかったんだ、と気付きまし

た。それからは「独りよがりにならない」仕

事をしようと、心がけています。公認会計士

として仕事をしていく上での私の大切な価

値観になっています。

西谷　韓国駐在中、すごく辛いプロジェク

トがありました。私の専門は監査でしたが、

赴任先のソウルでは日本人が私一人しか

いなかったこともあり、監査はもちろん、

税務、アドバイザー、買収案件、すべてをサ

ポートしていました。その中のひとつに、

KPMGソウルの同僚とクライアントの間を

とりもつことがありましたが、仕事のやり方

が違ったりしてうまく行かず、とても辛かっ

たです。結果としてそのプロジェクト自体は

失敗に終わってしまったのですが、後日クラ

イアントから「結果としてこうなったけど、
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西谷さんの仕事に対する姿勢や一生懸命

さは評価しているから、これからも頑張っ

て」と言われ、私がやってきたことは間違っ

ていなかった、と思ったことです。

山本　業務を進める中で「ありがとう」と

感謝されたこと、ですかね。「あなたにい

いアドバイスをもらえたから、省庁との折

衝がうまく進んだよ」など、自分よりずっと

年上の監査先の方が、まだ20代前半の私

に感謝してくださったり、大会社の経理課

長から「あそこで山本さんが頑張ってくれ

たから、なんとか乗り越えられたよ」とおっ

しゃっていただいたことがとても嬉しくて、

公認会計士でよかったなと思いました。当

時はまだ若く視野も狭かったので、どんな

細かい仕事も手を抜かず、がむしゃらで一

生懸命でしたが、それを認めてくれる監査

先に恵まれ、とても幸せでした。監査時代

のいい思い出です。

―大事にされている姿勢や価値観、仕事の
やりがいは何ですか？

西谷　私は “クライアントファースト” です。

韓国赴任時は駐在員という立場でしたが、

クライアントの要求もある一方で、当然ソ

ウル側の言い分もあります。そこをうまく

調整することも重要でしたが「クライアント

にとって何が一番いいのか」を考えること

はとても重要です。その中で、常に誠実に早

く対応することを心がけています。自分が

何を思い、相手が何を思っているか、何が

できて何ができないのか、話さないとわか

らないところがたくさんあります。どれだけ

腹を割って話せるか、どれだけ相手が思っ

ていることがわかるか、ということが一番

大事なのかなと思って仕事をしています。

近藤　台北時代はクライアントが非常に多

い上に、それぞれが色々な悩みを抱えてお

り、毎日のように相談がありました。心がけ

たのは「どうしてこの方は、このことに悩ん

でいるんだろう」と考え、話してみることで

す。クライアントもうまく伝えられていない

ケースもあるので「困っていることはこんな

ことではないですか？」と相手の話を聞き

ながら「では、こうしたらよくなるんじゃな

いですか？」と、コミュニケーションしていく

ことを心がけていました。

山本　自分が納得するまで、また相手に納

得してもらえるまで、“突き詰めていくこと”

が公認会計士の醍醐味だと思っています。

独立性の業務では現場のプロフェッショナ

ルに対して、厳しいことを伝える局面が多

いのですが、単純に「ダメなものはダメ」で

はなく、きちんと説明して理解してもらう

というのがとても大切なことです。それこそ

「人間力」ですね。

西谷　そうですね。この人が言うと納得感

があるのに、あの人に言われると納得感が

ない、とか。この差はなんでしょうね（笑）。

山本　知識と専門力に裏付けされた人間

力と同時に、私がずっと大事にしてきたの

はコミュニケーションです。監査の現場で

男性同士が話をしていて「どうもこの2人

の会話は通じていないな」と思って、自分

からそこに割って入ったことでお互いの認

識の齟齬を見つけて調整できることもあ

りました。そういった丁寧な女性ならでは

のコミュニケーションは、とても必要なこと

だと思います。また、オーストラリアでは、

周りの習慣に従って、日々顔を合わせる同

僚との間でも頻繁にコミュニケーションを

とるように心がけていました。単に「Good 

Morning！」だけではなく、「How are 

you？」から始まって「How was your 

weekend? 」「How are your kids？」と

か、皆が意識して仕事以外の会話をしてい

たので、お互いに対する理解が進み、信頼

関係が構築されるので、仕事を円滑に進め

る上でとても役に立ちました。日本に帰っ

てからも、そこは大事にしています。

齊藤　私はふたつほど、大きく転換点があ

りました。ひとつ目は、中国に駐在した10

年間。当時は、まだ私一人しか日本人がい

ませんでしたが、日本企業はどんどん進出

してくるため、監査だけではなく、ありとあ

らゆるサポートをしていく必要がありまし

た。まだ中国の法規制が今ほど整備されて

いる状況でなく、実務を進めていくのも一

苦労でした。こちらは手探り状態の中、クラ

イアントは当然日本的なことを求めてくる

ので、そういう場面では、異文化に対応する

能力が非常に重要になってきます。単純に

語学だけではなく、上海にいた10年間は、

異文化対応力とコミュニケーション能力を

培うことができました。ふたつ目は、まさに

今のタイミングです。多くの社会課題の解

決が叫ばれている中で、企業の在り方、そし

てどう公認会計士としての使命を全うする

かが問われています。そんな中で週末の時

間を活用して、ボランティアで地元のNPO

の活動に理事として関与しています。NPO

は、地域の市民が支えており、やってきた

活動をどうレポートにまとめ、外部に発信

していったらいいのかなど、監査法人の通

常の公認会計士の業務とは全く違う世界

に関わっています。NPOなので、当然利益

を追求しているわけではなく、財務数値以

外の非財務数値の報告方法、計画の立案

方法、リスクの見極め方、そういった事をひ

とつひとつ説明していかなくてはいけませ

ん。しかも、簡潔に説明する必要がありま

す。NPOを通じて社会で困っている人たち

を支援するには、とてつもない馬力が必要

で、監査の仕事でクライアントと話すような

言葉を使うと、まったく通じません（苦笑）。

そこでは、人間力が本当に問われますが、

「正しいことを正しくやりきる」ところや公

認会計士ならではの職業倫理観が軸とし

てあるからこそ、地域の方々もそれなりに

耳を傾けてくれて、ついてきてくださってい

るのかなと思っています。

山本　まさに、社会貢献ですね。今の若い
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人たちは、将来、仕事を通じて社会貢献する

ことをとても大事だと思っているので、そう

いったフィールドもありだと思います。デロ

イト トーマツでは、社会にインパクトを与え

られるようなプロジェクトをグローバルで

展開していて、気仙沼の復興プロジェクトを

などにも関わっています。公認会計士として

こうしたプロジェクトに関われるのも、やり

がいのひとつだと思います。職業倫理に裏

付けされた「正しいことを正しく行う」。それ

を追求し、貫ける公認会計士は、とても貴重

な職業です。

―10年後の姿をどう想像されていますか？

西谷　私のルーツは韓国にあるので、日韓

の架け橋として、日本でコリアビジネスを

リードしていく人間になりたいと思ってい

ます。今、日韓関係は難しい状況にあります

が、日本と韓国、仕事をするのはどちらの立

場からでもいいので、互いのビジネスを結

びつけるハブとして、そのラインにいたい

ですね。

山本　今、独立性とリスク管理的な仕事を

していますが、どうしても規制に追われ、

規制当局に縛られている感があります。監

査と非監査の分離とか、監査報酬と非監査

報酬を何割に設定するとか、ステークホル

ダーのニーズを満たしながら、規制当局に

働きかけて、そういった基準を設定してい

く仕事に携わっていきたいです。さらにも

うひとつは、ガバナンスをもう少し勉強し

たいと考えています。

近藤　私は、台湾駐在時に海外事業で困っ

ている日本企業をたくさん見てきたので、

海外進出をしたい、海外事業で困っている

クライアントをサポートできるようになり

たいと思っています。これから日本企業に

はグローバル化の波が否が応でも押し寄

せてきます。企業によっては、初の海外進

出で、まだ海外でビジネスをしたことがな

い、ということもあるでしょう。そんな場面で

「こんなことで困るかもしれません」「こう

いったことで壁にぶつかります」とか、的確

にアドバイスできる存在になっていきたい

なと思います。あとは “若手公認会計士に

いい影響を与えられるような人間” になり

たいと思います。公認会計士になって経験

を積むと、こういうことができるんだ、こう

いった面で社会の役に立っているんだとい

うことを、自分の行動で示せるようにして

いきたいです。次に海外に行けるとしたら、

ヨーロッパのロンドンやパリなど先進国の

都市に行きたいとも思いますが、成長市場

も魅力的です。動きがダイナミックで、制度

も途上なので、我々公認会計士が役に立て

る分野がたくさんあります。やりがいとして

も非常に高く、面白いなと思います。

齊藤　10年という単位ですと、まだおそら

く今の組織にいると思いますが、15年後で

あれば、もう完全に定年退職しています。

別の組織にいるのか、個人で開業するのか

わかりませんが、10年20年経っても変わら

ない「色々な業界、様々なセクターを横断

的にサポートできる」という公認会計士の

強みは、とことん活かしていきたいと思い

ます。例えば、今の時代、自動車業界で言え

ば、昔のように自動車のことだけを考えれ

ばいいのかというと、そうではありません。

テクノロジーが進化していく中でIT業界と

の融合が進むとか、自動車業界の中にサー

ビスの要素が入ってきて、業界の垣根はど

んどんなくなっています。その時に、横断的

な経験を持っている、異業種の中でどうい

うリスクが生じるのか、どういう可能性が

あるのか、といったことを考える時に、公認

会計士としての我々の経験や知見が非常

に活かせるのでないかと思います。しかも、

一つの企業にどっぷり入るというわけでは

なく、客観的な立場からそれを支援できる

というのは強みです。色々なセクターを横

断的に動かし、かつその支援ができる公認

会計士の仕事は、今の組織の中でも目指し

ていきますし、リタイアしても続けていくつ

もりです。企業の社外取締役として、あるい

は顧問としてアドバイスしていく、というパ

ターンもあるかもしれません。日本が大き

く変わっていくダイナミズムに積極的に関

わることができるような公認会計士であり

たいと思います。

―「グローバル人材」についてどうお考えで
しょうか？

近藤　異文化を理解する気持ちが一番大

事かなと思います。「台湾にはこういう文化

があって、こういう土壌があるので、こうい

う人たちが今いるんだな」など、現地の文

化をできる限り理解しようとする姿勢です。

言語やビジネスのやり方、様々な影響が浮

かんでくるので、現地のことに興味を持っ

て、知って、理解して、自分の中で、自分のや

るべきことと折り合わせていくことが必要

ですね。

西谷　言語は、できるに越したことはあり

ませんが、できなくても、その人がどういう

気持ちでやっているのか、その姿勢を見れ

ば分かります。ソウル赴任時代、韓国の人が

よくおっしゃっていたんですが「同じ日本人

であっても、その人となりは見ればだいた

い分かる」と。一生懸命やっている、できな

いけれども一生懸命やろうとしている、そ

ういったことも非常に重要ですね。異文化

を知ろう、相手を知ろう、相手の言うことに

ちゃんと耳を傾けて、オープンコミュニケー

ションすることは重要なことだと思います。

また、後輩となる若者たちには、何事にも失

敗を恐れずにチャレンジしてほしいです。誰

でも一度や二度は絶対に失敗します。目の

前の仕事に対してネガティブになって「嫌だ

からやめる」ではなく、色々な人の話を聞い

て、やりたいことを見つけて、良い方向を目

指してほしいです。自分が何をやりたいの

か、長期的・短期的にきちんと考えて動き、

その中で仮に失敗してもチャレンジ精神を

持って取り組み続けてほしいですね。
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山本　「人と仕事をする、人と関わるのを楽

しむ」というのが大事です。オーストラリア

は国の特徴でもありますが、ファーム自体

がダイバーシティ。自分が所属していた部

署は40人中約30名がオーストラリア以外

の国籍でした。オーストラリア人は少なく、

それぞれのバックグラウンドを聞いても覚

えきれないくらい（笑）、色々な国の人たち

が集まっていました。それぞれの国を知る

ことができるというのは、とても楽しかった

です。興味を持って入っていく、この国のこ

と好きだな、今楽しんでるなというのを見

せれば、相手には必ず伝わります。こちらが

オープンなら、相手も受け入れてくれます。

人と仕事をするのだから、人が好きじゃな

いと難しいと思います。逆に好きならどこで

でも仕事ができます。よく日本人は自分の

意見をちゃんと言えないと言われるので、

海外に行くと “NO” と言わないといけない、

はっきりと発言しないとと思って、ストレー

トな英語でメールなどを書いてしまいがち

です。ところが、欧米人は、思った以上に気

を遣った英語を使います。気配りや思いや

りを英語で表現するので、自分のステーク

ホルダーに対する思いは、日本人以上にホ

スピタリティがあるかもしれません。オース

トラリアに行って、欧米人の仕事の仕方、優

秀な人たちの仕事の進め方に触れました。

グローバル人材になるためには、「ただ英

語でメールが書ける」だけではなく「回りく

どくない気配りのある英語で伝える」、そこ

を学ぶことで、もうひとつ上のレベルのコ

ミュニケーションが可能になるのではない

かと思います。

西谷　ダイバーシティという意味では、海

外ではLGBTにも素直に対応したいところ

です。ある人が海外駐在に行った時、社内

の男性同士がプライベートで手をつないで

いたことにショックを受けた、と聞いたこと

があります。相手のバックグラウンドを理解

したうえで、素直に接することも大切なの

かなと思います。

齊藤　グローバル人材に関しては、経験上

「ふたつのステージがある」という認識を

持っています。ひとつ目は「日本や日本人を

バックボーンにしたグローバル人材」。海外

に行って、色々な国の人と一緒に仕事して

いく中で異文化交流を図り、英語など別の

言語でコミュニケーションをとり、その国の

法規制の環境下で仕事していく。または、日

本の中で、海外に出て行く日本企業、ある

いは日本に進出する外資系企業をサポー

トする。いずれの場合も、共通しているのは

日本、日本人、日本企業というバックボーン

が強みになっていて、それを前提として異

文化対応していることです。

　ふたつ目のステージは、日本人とか日

本企業とかそういうものをまったく抜きに

して「単純にその世界に出て行き議論をし

て、まったく新しいものを作るレベルのグ

ローバル人材」。日本人や日本企業とか、

そういったものは全く関係ないので、当然

コミュニケーションも全然違うレベルの能

力が要求されるでしょうし、日本人だから、

日本企業だからという説明も通用しませ

ん。実際私も、一昨年まで日本のマーケット

リーダーという立場で、 PwCのグローバル

マーケット戦略プロジェクトに関わっていま

したが、世界中のマーケットリーダーが集

まって、新たなグローバルスタンダードを

一緒に作っていくというプロジェクトだった

ので、日本がどうだということは関係なく、

すべてにおいて自分がレベルアップしない

と対応できないものでした。そういう意味

では、IFRSの制度を作っていくという世界

的なプロジェクトに日本代表として選ばれ

た同僚の女性パートナーは、まさにふたつ

目のステージで活躍する本当のグローバ

ル人材です。自ら世界に切り込んで、グロー

バルスタンダードを作っていくような人材

が、これからもどんどん出てきてほしいで

すね。私自身もグローバルの先頭を行く、

そんなお手本を見せられるような公認会計

士になれたらと思っています。

このインタビューは2019年9月2日に実施されました。
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